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２０２２年１０月１３日 

の発売について

明治安田生命保険相互会社（執行役社長 永島 英器）は、２０２２年１１月２日から  

「明治安田のしっかりそなえるがん終身保険」＜５年ごと配当付がん終身保障保険（解約 

返戻金抑制型）＞を発売します。 

本商品は、がんの罹患者数が高齢であるほど多くなること、がん治療に関する研究の進歩

は著しく、がん保障に対するニーズが多様化していることなどをふまえて開発した、 新の

がん治療に「しっかりそなえる」ことができるシニア層向けのがん終身保険です。 

がんと診断されたときや１年経過後の再発および転移等の際に回数無制限の一時金を 

お支払いすることに加えて、長期間にわたる可能性がある保険診療による薬物治療に対し、

回数無制限の治療給付金をお支払いすることで経済的な負担をサポートします。さらに特約を

付加することにより、高額となるケースが多いがんの自費診療による薬物治療の薬剤費用や、

入院・手術・放射線治療、先進医療に備えることも可能です。 

なお、ご加入後は、もしものときの保障だけでなく、「みんなの健活サービス」として、

病気の予防・早期発見から治療・重症化予防までの幅広いサービスをご利用いただけます。 

当社は今後も、担当者による対面・非対面を併用した各種お手続きサポート等を通じ、  

お客さまに安心をお届けするとともに、健康づくりを応援してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）「支払事由の詳細は「２．商品概要（２）保障内容」をご参照ください 

 

保険診療対象の薬物治療に対する給付金は回数無制限でお支払い

するため、治療が長期間にわたっても安心（注１） 
１ 

がんと診断されたとき、１年経過後の再発・転移等の際には一時金を

回数無制限でお支払い（注１） 
２ 

自費診療による薬物治療には、薬剤にかかる費用と同額を通算１億円

までお支払い（注１） 
３ 

「明治安田のしっかりそなえるがん終身保険」のポイント 
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１ 開発背景 

 

 

日本の主な死因別の死亡者数は、長年にわたり「がん」が首位となっており、年齢を  

重ねるにつれて、がん罹患者数は増加しています。 

高齢者の意識調査においても、健康や病気に関して不安を感じるのは、「がん」と回答

する方が多いものの、５０－６０代のがん保険の加入率は４２.４％となっており、がん

への備えはいまだに不十分な状況であると考えられます。 

 
   

 

  

 
生命保険 がん保険 

５０‐６０代 ８５.２％ ４２.４％ 

５０代 ８６.８％ ４４.７％ 

６０代 ８３.８％ ４０.３％ 

(参考)全年齢 ８２.１％ ４２.６％ 

１位 体力の衰え ６２.２％ 

２位 認知症 ５５.０％ 

３位 がん ４５.５％ 

４位 高血圧 ４３.７％ 

５位 糖尿病 ２８.５％ 
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（１）がんの罹患者数の増加と高齢者の健康や病気に対する不安 

がんの罹患者数（人口１０万人あたり） 

６０歳以上の方の健康や病気に対する不安 

（注１）保障内容を問わず生命保険に加入している割合

（注２）がん特約加入者も含む 

 ＜出典：生命保険文化センター令和元年度「生活保障

に関する調査」＞ 

（注 1） 

 ＜出典：内閣府 平成２６年度「高齢者の日常生活に 

関する意識調査結果」＞ 

（人） 

（注２）

＜出典：国立がん研究センター 全国がん罹患データ（２０１９年）＞

６０歳以上の方の健康や病気に対する不安 
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がんに罹患した場合、多くは保険診療としてがんの３大治療（手術・放射線治療・薬物治療）

を受けることになります。なかでも薬物治療（抗がん剤治療・ホルモン療法）を受ける割合

は高く、がんの種類やステージによっては長期にわたることもあります。 

また、保険診療による治療で効果が得られなかった等の場合、保険外診療となる先進医療や

自費診療といった選択肢があります。自費診療は全額自己負担となり、使用される未承認薬

や適応外薬は高額なものも多く、出費が大きくなる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の背景から、保険診療の対象となる薬物治療が長期間となった場合や、自費診療に

よる薬物治療を実施する場合でも安心して治療に専念できるよう本商品を開発しました。 

未承認薬 

薬物治療を受けた時点において、厚生労働大臣による医薬品の製造販売の承認が与え

られていない医薬品をいいます。 

（例：海外では承認されているが、国内では承認されていない薬剤） 

適応外薬 

薬物治療を受けた時点において、厚生労働大臣による医薬品の製造販売の承認時に

認められた効能・効果または用法・用量の範囲外で使用される医薬品をいいます。 

（例：大腸がんのみ保険診療となっている薬剤を肺がんで使用する場合 等） 

100万円以上
88種類

100万円未満
7種類

不明
9種類 100万円以上

13種類

50万〜100万円
38種類

50万円未満
17種類

不明
1種類

（２）がん治療の実態 

＜出典：国立がん研究センター「国内で薬機法上未承認・適応外である医薬品・適応のリスト」 

（２０２１年１０月３１日時点のデータ）＞ 

がんに罹患した人が受けた治療 
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15.7

66.0

30.7

1.7 5.0

0.0
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抗がん剤治療 ホルモン療法 手術 放射線治療 対症療法 その他

（％） 薬物治療 

＜出典：東京都がん医療等に係る実態調査結果（平成３１年）＞

未承認薬・適応外薬の１ヵ月あたりの薬剤費 

■未承認薬（104 種類） ■適応外薬（69 種類） 

自費診療となる未承認薬・適応外薬とは 
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２ 商品概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主契約・がん治療充実終身保障特約】保険期間：終身／保険料払込期間：９５歳 

【特定自費診療がん薬物治療保障特約・がん先進医療保障特約】保険期間：５年／保険料払込期間：５年

（９０歳まで自動更新）

（１）しくみ図 

主
契
約 

特
約 

50 歳 

がん終⾝保障保険 

９０歳まで更新可能

(5 年更新) 

がん治療充実終⾝保障特約

がん先進医療保障特約 

特定⾃費診療がん薬物治療保障特約 

９０歳まで更新可能

(5 年更新) 

95 歳 

がん保険料払込免除特約 特
約 

保険料払込期間中は死亡給付⾦なし 死亡給付⾦あり

保険料払込期間中は死亡給付⾦なし 死亡給付⾦あり

保険料払込期間 

（注１）

（注１）

（注１）

（注２）

（注２）

＜死亡給付金・解約時の返戻金について＞ 

（注１）死亡給付金・解約返戻金はありません 

（注２）保険料払込期間中の死亡給付金・解約返戻金はありません。保険料払込期間満了後の

死亡給付金はがん終身保障保険はがん保険金額の１０％、がん治療充実終身保障特約は

１０万円です。解約返戻金は死亡給付金を上限とします 
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＜① 主契約＞ 

給付金名称等 支払事由 お支払額 支払限度

がん保険金 

（第１回のがん保険金） 

責任開始日から９０日経過後に、責任開始後はじめてがん

（悪性新生物）と医師によって診断確定されたとき 

（第２回以後のがん保険金） 

前回支払われたがん保険金の支払事由に該当した日から

１年経過後に、新たにがん（悪性新生物）と医師によって

診断確定されたとき（再発・転移を含む） 

がん保険金額 無制限

がん・上皮内 

新生物保険金 

責任開始日から９０日経過後に、責任開始後はじめてがん

（悪性新生物）・上皮内新生物と医師によって診断確定された

とき 

がん保険金額 

×１０％ 
１回 

がん薬物治療 

給付金 

がん保険金またはがん・上皮内新生物保険金のお支払事由に

該当し、かつ、責任開始日から９０日経過後に、がん（悪性

新生物）・上皮内新生物の治療を直接の目的として、公的医療

保険制度における保険給付の対象となる所定の薬物治療を

伴う入院または通院をしたとき 

１０万円／月 無制限

死亡給付金 保険料払込期間満了後に死亡したとき 
がん保険金額 

×１０％ 
― 

 

  

（２）保障内容 
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＜② 特約＞ 

特定自費診療がん薬物治療保障特約 

給付金名称等 支払事由 お支払額 支払限度

特定自費診療  

がん薬物治療 

給付金 

がん保険金またはがん・上皮内新生物保険金のお支払事由に

該当し、かつ、責任開始日から９０日経過後に、がん（悪性

新生物）・上皮内新生物の治療を直接の目的として、がん診療

連携拠点病院等または日本臨床腫瘍学会認定研修施設で公的

医療保険制度における保険給付および先進医療・選定療養の

対象外となる特定の薬物治療（注３）を受けたとき 

薬剤に係る費用

と同額 

（被保険者の自

己負担分のみ） 

１億円

（注３）「特定の薬物治療」とは、次の条件をすべて満たす治療をいいます 

・下表の「医薬品の定義」に該当する医薬品を使用するものであること 

・世界保健機関（ＷＨＯ）の解剖治療化学分類法による医薬品分類のうち、下表の「医薬品分類」に

該当する医薬品を使用するものであること 

医薬品の定義 

次の条件をすべて満たす抗がん剤、ホルモン剤または分子標的薬のことをいいます 

・適応外薬または未承認薬であること 

・米国 National Comprehensive Cancer Network（NCCN）ガイドラインが推奨する治療
方針に基づき処方または投与される医薬品であること 

医薬品分類 
L01（抗悪性腫瘍薬）、L02（内分泌療法）、L03（免疫賦活薬）、L04（免疫抑制薬）、

V10（治療用放射性医薬品） 

がん先進医療保障特約 

給付金名称等 支払事由 お支払額 支払限度

がん先進医療 

給付金 

がん保険金またはがん・上皮内新生物保険金のお支払事由に

該当し、がん（悪性新生物）・上皮内新生物の治療を直接の

目的として、先進医療による療養を受けたとき 

先進医療の技術

に係る費用 

と同額 

（被保険者の自

己負担分のみ） 

２,０００

万円 

がん治療充実終身保障特約 

給付金名称等 支払事由 お支払額 支払限度

がん治療充実 

給付金 

がん保険金またはがん・上皮内新生物保険金のお支払事由に

該当し、がん（悪性新生物）・上皮内新生物の治療を直接の

目的として、入院・手術・放射線治療のいずれかに該当した

とき 

１０万円／月 無制限

死亡給付金 保険料払込期間満了後に死亡したとき １０万円 ― 

がん保険料払込免除特約 

給付金名称等 支払事由 

保険料 

払込免除 

責任開始日から９０日経過後に、がん（悪性新生物）と診断確定されたとき、その診断

確定された日後到来する契約応当日の主契約・特約保険料の払込みを免除 
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ＭＹミューチュアル配当(注４) 対象 

契約年齢範囲 満５０歳～満９０歳 

保険期間 

主契約・がん治療充実終身保障特約：終身 

特定自費診療がん薬物治療保障特約・がん先進医療保障特約：５年 

（９０歳まで更新可能） 

保険料払込期間 
主契約・がん治療充実終身保障特約：９５歳 

特定自費診療がん薬物治療保障特約・がん先進医療保障特約：５年 

保険金額の範囲と単位 がん保険金額：５０万～２００万円（１０万円単位） 

加入区分 告知書扱い・報状扱い 

(注４)２０２０年１２月１日付ニュースリリース「『ＭＹミューチュアル配当』の創設について」 

https://www.meijiyasuda.co.jp/profile/news/release/2020/pdf/20201201_01.pdf 

  

（３）主な取扱い 
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プラン① 主契約：がん保険金額（５０万円）＋特定自費診療がん薬物治療保障特約の場合（注５） 

 
プラン① 

合計保険料 

  

主契約 
特定自費診療 

がん薬物治療保障特約 

男
性 

５０歳 ４,５８６円 ４,４９６円 ９０円

６０歳 ６,３５９円 ６,２０４円 １５５円

７０歳 ８,６４０円 ８,２７４円 ３６６円

女
性 

５０歳 ４,０８５円 ３,９６８円 １１７円

６０歳 ４,７８３円 ４,６７４円 １０９円

７０歳 ５,７９１円 ５,６０２円 １８９円

 
プラン② プラン①＋がん治療充実終身保障特約＋がん先進医療保障特約の場合（注５） 

 
プラン② 

合計保険料 

   

プラン① 

合計保険料 

がん治療充実 

終身保障特約 

がん先進医療 

保障特約 

男
性 

５０歳 ６,１６９円 ４,５８６円 １,５３７円 ４６円

６０歳 ８,６５２円 ６,３５９円 ２,２００円 ９３円

７０歳 １１,６６５円 ８,６４０円 ２,９０８円 １１７円

女
性 

５０歳 ５,１９２円 ４,０８５円 １,０７３円 ３４円

６０歳 ６,１５８円 ４,７８３円 １,３３１円 ４４円

７０歳 ７,５２３円 ５,７９１円 １,６７５円 ５７円

(注５)がん保険料払込免除特約付加なし 
 
 
 

  

（４）保険料例 ※月掛保険料（口座振替料率） 
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３ みんなの健活サービス 

 ２０２２年１０月から「みんなの健活プロジェクト」（注１）の一環である、ご加入者さま専用

サービス「みんなの健活サービス」のラインアップを拡充し、新たにがんの治験情報を提供

するサービスを開始しました。 

 新サービスの提供に加え、がん等の重大な疾患に罹患されたとき、お客さまにとって 適な

治療方針や医療機関、適切な治験情報について無料で相談できるサービスをパッケージ化し、

がん罹患後の不安をサポートします。 

 今後もお客さまの健康維持・改善への取組みを応援するため、健康増進や早期発見、早期

治療を後押しするさまざまなヘルスケアサービスの拡充に取り組んでまいります。 

  
  
   
                        がん等の重大な疾患に罹患されたとき、お客さまにとって 

適な治療方針や医療機関、適切な治験情報について 

無料で相談できるサービスです 

（注１）「人生１００年時代」を迎え、健康寿命の延伸に対するニーズが高まっているなか、当社が「商品・ 

サービス・アクション」の３つの分野で、「お客さま・地域社会・働く仲間（当社従業員）」の継続的

な健康増進を応援する取組み 

プロジェクト詳細：https://www.meijiyasuda.co.jp/enjoy/ld/kenkatsu/ 

（注２）当社指定商品｢ベストスタイル｣｢一時金給付型終身医療保険｣｢認知症ケア｣｢明治安田のしっかりそな

えるがん終身保険｣｢かんたん告知終身医療保険｣｢50 歳からの終身医療保険｣にご加入の被保険者さま

にご利用いただけます 
以 上 

 
 

治療方針 

のご相談 

現在診断や治療を受けている主治医以外の別の医師

から今後の治療方針・方法について意見を聞くことが

できるサービスです。主治医の治療方法に納得・安心

して治療に専念したり、治療方法の選択肢を広げ、

より納得のいく治療方法を選択することができます 
               (提供：ティーペック㈱)

医療機関 

のご相談 

３大疾病(がん・脳血管疾患・心疾患)と診断され、

「主治医のもとでは対応できない治療法や手術方法が

必要」な場合に、その専門分野の医師が在籍する医療

機関をご紹介いたします 
(提供：ティーペック㈱) 

治験 

のご相談 

従来のがん治療とは別に、がんの種類やステージに

応じた、がんの治験情報を無料でご紹介するサービス

です。ご登録いただくと条件に合った治験情報をメール

でお届けいたします 
(提供：㈱QLife) 

パッケージサービス概要 (注２) 

このニュースリリースは商品の概要を説明したものであり、保険募集を目的としたものではありません。 

詳細につきましては、保険設計書（契約概要）やパンフレット等でご確認ください。 
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